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図 2 AI によるアザミウマ類検出の様子
※AIにより診断されたアザミウマ類の種が色分けで示される(赤
：ヒラズハナアザミウマ雌成虫、緑：ミナミキイロアザミウマ
雌成虫、青：アザミウマ類雄成虫)。数値は AI が示す確信度。

図 1 診断のイメージ

アザミウマ類の画像診断技術の開発

農作物の重要害虫であるアザミウマ類は、

その種によって効果的な防除対策が異なり

ます。しかし、アザミウマ類の体長は約１

㎜と非常に小さく、熟練者でなければ種の

判別が困難です。そこで、誰でも簡単に判

別できるように、AI(人工知能)を用いた診

断技術の開発に取り組んでいます。

開発にはアザミウマ類が捕虫された粘着

トラップをスキャナーで画像化し、捕虫さ

れているアザミウマ類の種をAIに学習させ

る手法を用いました。今回、診断の対象に

しているアザミウマ類は、県内で特に問題

となっている、ミナミキイロアザミウマ、

ネギアザミウマ、ヒラズハナアザミウマ、

ミカンキイロアザミウマ、チャノキイロア

ザミウマの5種です。

診断時には、アザミウマ類が捕虫された

粘着トラップ(ホリバーYellow)をスキャナ

ーによって画像化し、AIに読み込ませるこ

とで、アザミウマ類5種の種毎の捕虫頭数

を確認できます(図1、2)。

現在、アザミウマ類5種を平均71.4％(デ

ータ省略)の精度で診断できるようになり

ましたが、診断精度の低い種もあるため、

今後も精度の向上を図っていく予定です。

また、診断アプリケーションを開発すると

ともに、現場で使用しやすい診断機器での

普及を目指します。

本研究は、内閣府地方大学・地域産業創生

交付金｢“IoP(Internet of Plants)”が導く

「Next次世代型施設園芸農業」への進化｣の助

成を受けたものです。
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